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本研究は、これまで応募者が研究を牽引してきたオンチップ
統合デジタル ELISA(抗原抗体反応分析)デバイスをさらに発展
させ、溶液濃縮、液交換、回収などを同一チップ上で行い、か
つ経時的な 1 粒子・1 分子計測を行うことができる動的フェム
トリアクタ技術の開発を目的としたものである。この技術を用
いて、個々の酵素分子の個性解析を通じた「分子進化能力」の
定量評価や、ウイルス粒子個性の解析、「薬剤耐性の獲得分子機
構」の解析などを進める意欲的な提案である。 
本研究は、応募者のこれまでの研究実績をベースに新しいバ

イオ技術の確立を目指すもので、学術的独創性・独自性に優れ
た研究計画であり、生物医学の基礎から臨床まで幅広い知見の
獲得が期待できる。 

 
  


